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はじめに 

薄鋼板は搬送工程において通常ローラによる接触搬送が行われ、ローラとの接触による傷やめっき不良な

ど表面品質の劣化が問題となっている。当研究グループでは、電磁石を設置していない部分に永久磁石を設

置し、これらの磁力を浮上安定化のために有効利用した電磁石・永久磁石併用型薄鋼板磁気浮上搬送システ

ムを提案している。一方、鋼板の浮上安定性が最良となる永久磁石の配置を実験的に求めることは，設置パ

ターンが膨大にあるため不可能である。そこで，遺伝的アルゴリズムを適用し，鋼板の浮上安定性が向上す

る永久磁石配置の探索を行った 1)。さらに，永久磁石の極を考慮することで，永久磁石が薄鋼板に及ぼす吸

引力が変化することを磁場解析によって確認している。この解析結果を遺伝的アルゴリズムに適用すること

で以前よりも浮上安定性が向上する永久磁石配置を得ることが出来た 2)。しかし，これまでの検討で薄鋼板

のたわみが浮上中の振動の原因になることを確認してきたが，振動の原因となる鋼板形状についての検討が

十分に行えていない。そこで，本報告では遺伝的アルゴリズムで用いる評価関数の重み係数を変更すること

によって，振動の原因となるたわみの特定と浮上安定性が最も向上する評価値の検討を行った。 

電磁石・永久磁石併用型薄鋼板磁気浮上システム 

浮上対象は長さ 800 mm、幅 600 mm、板厚 0.24 mm の長方

形亜鉛めっき鋼板（材質 SS400）を使用する。浮上対象の上

方に 5 つの浮上用電磁石ユニットを設置し、電磁石ユニット

の周囲に複数のフェライト磁石を設置する。浮上用電磁石ユ

ニットは 2 つの電磁石と渦電流式変位センサ 1 つで構成され

る。5 mmの距離を保つように制御を行う。 

遺伝的アルゴリズムによる最適化 

遺伝的アルゴリズムを用いた永久磁石の最適配置探索を行

った。探索によって得られた永久磁石の配置図とこのときの

配置を用いた際の浮上中の鋼板形状を Fig. 1と Fig. 2に示す。

今後、評価値で用いている重み係数の値を変更し、永久磁石

の最適配置探索を行い、探索結果をもとに浮上実験を行うこ

と浮上安定性が最も高い永久磁石配置の比較検討を行う。 
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